
新規就農先輩の軌跡 №20   <2011(H23) 6月掲載> 

新規就農者の素顔 農業経営の状況（現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名：森 義之 

住所：たつの市神岡町 

年齢：４０歳 

農地：ビニールハウス1542㎡（６棟） 

経営内容：鉢物、花壇苗、野菜苗 

主な作目：ﾊﾟﾝｼﾞｰ､ﾋﾞｵﾗ､ﾊﾎﾞﾀﾝ､ﾍﾟﾁｭﾆｱ 

ｶﾞｻﾞﾆｱ､ﾄﾚﾆｱ､ｶｰﾈｰｼｮﾝなど 

労働力：本人、妻、雇用３名 

出荷先：ＪＡ、量販店など 

 

 

 

 

 

 

就農から現在まで 就農で良かった点、苦労した点 

1992 年(平成 4 年) 

八ヶ岳農業実践大学校卒業後、オ

ランダで農業研修 

1993 年(平成 5 年) 

園芸センターに勤務 

2002 年(平成 14 年) 

・ 就農のため退社し、たつの市内の

花農家で研修をしながら自己資金

でビニルハウスを立て試作開始。 

・ 就農認定を受けた後、就農支援資

金によりハウスを 1000 ㎡増設し、

現在に至る。 

○良かった点 

 自分のブランドづくりができる。 

（自分が育てた花（商品）が消費者や販売店

から評価してもらえる） 

 失敗や苦労したことを工夫、改善すれば、そ

れが評価される。 

○苦労した点 

 ゼロからのスタートでありながら、家族の生活

も賭けて始めた花づくり。失敗は許されなかっ

た。 

農業をめざした動機 後輩へ贈る言葉 

もともと、農業生産をしたいと考えてお

り、自分なり

に、タイミン

グをみて農

業経営を開

始しようと

考えていた。 

 よい商品を作ることは当たり前。自分は、どう

いう経営方針(目的、目標)を持って経営したい

のか話すことができますか？ 

 時代の変化に応じて、農業も自分も変わること

が必要。 

 自分の個性を引き出して、可能性を見つけよう。 

 

出荷を待つ花壇苗 


